
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岩 見 沢 市 

 



は じ め に 

 

少子高齢化の進展するわが国においては、社会構造が変化し従来

機能してきた社会保障制度の維持が難しくなってきていることか

ら、多くの分野で見直しや改革が進められるなど大きな変革の時期

を迎えています。 

 地方自治体も三位一体の改革や事務・権限の委譲が進められるな

ど変革への対応が求められています。 

 

障がい者に対する施策も、生活支援という面だけでなく自立と社会参加を促進するよう

に制度の変更が進められており、平成１５年度からは、従来の行政が主体の措置制度から

障がい者自身が主体的にサービスを選択し契約する支援費制度へと変わりました。 

また、平成１６年１０月には、今後の障がい福祉施策についての方向を示した「改革の

グランドデザイン案」が示され、障がい種別ごとに対応してきた障がい者施策が年齢、障

がい種別の違いを超え一元化されること、さらには保護を中心とした仕組みから障がい者

のニーズと適性に応じた自立支援を通じて地域での生活を促進することなどの改革につい

て議論が進められているところです。 

 

「岩見沢市障がい者福祉計画」は、障がいのある人が地域の中で自立し、生きがいを持

ちながら、安心して生活ができる「共生社会」の実現を目指すものです。 

岩見沢市では、福祉・医療・教育の充実を重点として、全ての人が支え助け合い、安心

して暮らすことができるよう「人にやさしい温かい街づくり」を進めています。 

市民の皆さまと一緒に、市民と行政が協働しての街づくりに取組んでいるところであり

ますが、この計画の実現のためには、市民の皆さま、当事者の方々とともに、街や地域全

体で進めていくことが必要であることから、皆さまのご協力をお願いするものであります。 

 

最後に、計画策定に向けてご審議をいただいた岩見沢市障がい者福祉計画策定委員会の

皆さまをはじめ、アンケートなどにより貴重なご意見をいただきました市民の皆さまや関

係各位に対しまして、心から厚くお礼申しあげます。 

 

 

平成１７年３月 

岩見沢市長  渡 辺 孝 一 
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